
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

実社会のリアルな課題解決に学生が取り組む、叡啓大学「課題解決演習」（PBL）の報告会

を開催いたします。ぜひ、取材いただきますようお願いします。 

 

１ 報告会について 

 2022年８月５日（金）13：30～ 叡啓大学内（２教室で実施） 

  各学生グループ発表10分・質疑応答５分 

  グループごとに、企業・団体様からのフィードバック、コメントをいただきます。 

発表時間 テーマ及び提供企業・団体様 
発表学生
（予定） 

13：40～14：45 

「地域固有の魅力を見出し、欧米豪からの瀬戸内への旅行者 

の満足度を高めるにはどうするか」 

一般社団法人せとうち観光推進機構 様 

４グループ 

14：45～15：55 

（15:15～15:25休憩） 

「“安心・安全”な広島県を造る！」 

三井住友海上火災保険株式会社 様 
４グループ 

13：40〜15：10 

英語クラス（グループ発表20分・質疑応答10分） 

「How can we contribute to make a more livable community 

by using technology, for and with international migrant 

families, children and workers in living spaces with 

various "walls”?」 

３グループ 

   

２ 叡啓大学「課題解決演習」（PBL）のご紹介 

 １年次に「課題解決入門」、２・３年次では、企業などに 

提供いただいたテーマから問題を捉え、課題の原因を探究し、 

解決策の提案までを行う演習に３回取り組み、課題発見・解 

決力や他者と協働する力、やり抜く力などを養います。 

 今回は、２年次夏クォーター「課題解決演習ⅠＡ」履修の 

42名（日本語クラス31名、英語クラス11名）が、提供 

いただいたテーマにおける「本質的な課題」を発見・特定し、 

その報告を行います。 

授業風景 グループワーク・ディスカッションの様子     フィールドワーク インタビューの様子 

 

 

 

 

 

 

！初公開！８/５（金）叡啓大学「課題解決演習」（PBL）報告会 

資 料 提 供      

令和４年８月２日 
所  属：広島県公立大学法人叡啓大学 

教学課 
担当者：石田 
連絡先：082-225-6272 

取材いただける場合は、８月４日（木）１２：００（正午）までに、お電話又はメールでご連絡ください。 

教学課 入試・広報係  publicrelations@eikei.ac.jp 

課題解決演習（PBL）の流れ 
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